特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会　週刊ニュース　　13年　1月17日　443号
黒豆味噌つくり　7会員分の申し込み　15日仕込み　4名
前日には大雪が関東以北と日本海側で降り積もり、山岳遭難者も続出する天候でした。観音峠を越えて9号線を北進、福知山市内を通過、小雪がぱらつく中を進みます。
国道には残雪はところどころに見られましたが、思ったほどの事は無く順調に夜久野町に到着しました。この日の参加者は味噌作りでは最もベテランの元理事長の山本雅晃さん、そして黒豆の受取りなど何回も往復していただいている副理事長の播川さん、そしていつもやる気満々の理事長深田さん、そして事務局会議の出席者の中で最も若い西村美姫さんに加えて地元末広ライスセンターの水上さんがスタッフとして加わっていただきました。それぞれベテランが腕によりをかけ煮込みやミンチ、米麹や塩との混ぜ合わせに精を出して、次々と仕上げが進みました。この日は70ｋｇの味噌を作り上げました。1年で小寒や大寒の季節が最も味噌作りに適しているといわれています。夜久野で作られた黒豆で、夜久野で生産されたお米で造られた米麹、夜久野の地下水で煮込んで作り上げました。まさに何から何まで夜久野産の味噌の出来上がりです。10月頃には食べ始めることができます。本当にこんな美味しい味噌があったんだと実感できるその時が楽しみです。朝のやまがた屋で確かめてみると250ｇの黒豆が1500円していたそうです。1ｋｇでは6000円の大変高価な黒豆味噌ですね。随分と安く大量に造れたことになります。
第30回京都木津川マラソン大会の準備進む
16日(水)午後7時から第2回実行委員会が開かれて当日の役割分担や進行の確認、各分担部署の準備状況や問題点の最終チェックを行い、相互の共通理解を図りました。参加者はこれまでのどの大会よりも多い40人の参加があり、熱心な発言が続きました。京田辺市教育委員会や京田辺市の積極的な協力表明、京都府だよりにボランティア募集記事が初めて掲載される等、うれしい出来事も沢山報告されました。実行委員会に参加されている各団体の報告からもムードが盛り上がってきている姿がリアルに見られました。里山の会では会場での暖房の準備、着替テント用200本竹の切り出しが出来た事、42ｋｍの全コースの保全修理が終わった事等が報告されました。実行委員会には深田理事長大村副理事長、森島理事が出席しました。３０回記念大会には42都道府県から5281人が参加予定でフルに2703人が出場です。
木津川沿川活動団体交流会　明後日19日（土）　1時半から　　
16日朝日新聞で案内記事が掲載されました。これまで交流会では木津川の問題や課題をお伝えしてきました。今回は、河川の保全利用について第1人者の村上興正先生をお招きしてお話をいただきます。演題は「これからの木津川について」です。淀川水系の環境や動植物に関して各種委員で中心的な役割を果たしておられます。特に木津川への関心と研究には大変熱心で、今回の演題のお願いにも快くお応えいただきました。木津川が抱えている課題にきっと良い助言やヒントを得られるのではないかと思います。多くのお方のご参加をお願いしたします。
第17回環境と自然講演会　講師と演題決まる
毎年3月の第1土曜日(今年は２日)に行ってきた「自然と環境講演会」は17回目を迎えます。事務局会議で出された意見は、ＴＰＰ問題とは何か、農業に係わるらしいのですが、どういう事、又農業問題だけではなくて高齢者の私たちに最も関心の高い医療制度に係わりがあるらしいのと言った疑問が続出しました。これまでの講演会では自然や環境に人間が関わる問題を学んできましたが、今回は自分達に直接関係しているらしいＴＰＰについて学習したいとの意見が強く有りました。そこで本会顧問の渡辺信夫先生からお話を聞こうということになりました。演題は｢ＴＰＰ問題と暮らしと医療｣でお願いしました。12月の選挙で政権が代わって高齢者への風当たりが更に強くなってきているようです。御期待下さい。
里山の会財政状況が12月度では収支差引6.3万円の残金と報告がありました。
今年の財政状況が深田理事長のお骨折りで徐々に整理が進んできています。年間総収入では899万円強で、支出総額は12月末段階で741万円弱となっています。次年度からの繰越金は151万円があって残り3か月間では経常経費が昨年度では40万円程度必要ですので、見通しは、若干の支出オーバーが予想されます。また、会員では次年度退会予定者が10名程度なので、新入会員の勧誘を大いに進めなければならない状況です。皆さんのご協力をお願いいたします。
12年度会費未納者10名となる　音信不通者5名　納入意思表明2名　退会通告者3名です
16日の事務局会議で上記の現状報告がありました。前年度は年末に100％の会費納入を果たしましたが、今年は残念ながら引き続き100％納入を実現できませんでした。しかしその原因を明らかにできたのは、よかったのではないでしょうか。この事実から学ぶべきことをできるだけはっきりさせて、早急に対策や方針を立てて、実行しなければなりません。皆さんのご協力を強くお願いいたします。
近畿の子どもの水辺交流会　418名の30団体の発表で準備進む　2月9日(土)10時開会式　　大阪市天満橋　ドーンセンター
15日の午後6時から10時近くまで実行委員会が長時間続きました。これまでの1順目の5回を振り返り、2順目の初会の今年は、青年たち特に学生たちによる企画委員会を立ち上げて進めてきました。これまでの大人たち主力メンバーはあくまで補助役に徹することで、主役を若者によって組み立てられ、その最終チェックが行われました。第4部では集まった子どもたちが水宣言6箇条にまとめ、1年間それぞれがその実行の指針としようとするものです。木津川にかかわってきた子どもたち8人が発表します。応援にお越しください。お待ちしています。
2012年度活動報告素案が16日の事務局会議で提案　　
大いに振り返りを行い更に充実した報告にすることを確認しました。
26日　原木から切り出す炭焼き体験　参加者大いに求む　
　
炭焼き体験の時期を迎えています。今年は竹炭や木炭などの除臭効果が大きいと思われるので使用してみたいといった購入希望が届いています。この注文を受けて、生産する前に買ってくれる人が現れたのだから、気合を入れて炭焼きを進めましょうという元気な発言が続きました。木炭だけでなく竹炭の生産にも挑戦したいと言った大変積極的な発言もあって、久しぶりに活発な事務局会議になりました。
21日亀岡市曽我部法貴で竹炭や木の講習会があります　無料　0771-25-5097まで　
参加希望者は電話で申し込んでください。
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください
郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

